






宮内庁三の丸尚蔵館所蔵　出品作品一覧　（第31回　工芸風土記 弐 ―木・竹・漆工の世界）

作品番号 作品名 作者名 員数 時代 ページ

1 白樺皮絵額 釧路郷土工芸品研究所 一面 昭和11年（1936） p. 9

2 桑木地透彫棚 前田南齊 一基 大正4年頃（1915頃） p. 10-11

3 木画六稜箱 島崎柾成 一点 昭和57年（1982） p. 12

4 櫛および櫛箱
櫛：広島政夫

箱：佐藤勝己
一具 昭和57年（1982） p. 13

5 立山図額 中島杢堂 一点 昭和33年（1958） p. 14

6 立山雷鳥図額 横山白汀 一点 昭和33年（1958） p. 15

7 木芸　寂 横山一夢 一点 昭和44年（1969） p. 16

8 木画　剣岳 溪久平 一点 昭和47年（1972） p. 16

9 欅丸盆 小松寿山 一点 昭和46年（1971） p. 17

10 松竹梅香盆 研斎 一点 昭和27年（1952） p. 17

11 花籠 飯塚琅玕斎 一点 大正11年頃（1922頃） p. 18-19

12 竹製花瓶 二代飯塚鳳斎 一対 昭和3年（1928） p. 20

13 手付花籠 竹弘斎 一点 大正13年頃（1924頃） p. 22

14 鳳凰文竹製花瓶 藤昇斎 一点 昭和3年（1928） p. 21

15 大判形花籠　千歳
竹阿弥

（初代森田新太郎）
一点 大正14年（1925） p. 23

16 花籠 一点 大正15年頃（1926頃） p. 24

17 牡丹形花籠 一点 昭和3年（1928） p. 25

18 竹製花瓶
白石兵太、

古翠軒竹了斎
一対 昭和3年（1928） p. 26

19 竹製花瓶 佐藤竹邑斎 一点 昭和3年（1928） p. 28

20 竹製花瓶 佐藤竹邑斎 一点 昭和3年（1928） p. 29

21 家形飾棚 一基 大正（20世紀） p. 27

22 白竹通筒花入 生野祥雲斎 一点 昭和29年（1954） p. 32

23 花籠 生野祥雲斎 一点 昭和33年（1958） p. 31

24 白竹花籠 西中竹清 一点 昭和47年（1972） p. 33

25 煤竹花籠 白石白雲斎 一点 昭和55年（1980） p. 33

26 錦塗硯箱 一点 大正～昭和初期（20世紀） p. 34

27 金魚ねぶた形莨箱 奈良丹斎 二点 昭和29年（1954） p. 35

28 松菊蒔絵手箱 一点 昭和（20世紀） p. 36

29 唐獅子蒔絵箱
津田得民、

マルニ工芸漆器製作所
一点 昭和23年（1948） p. 36

30 菊文鎌倉彫書棚 一基 大正（20世紀） p. 37



31 雉子沈金衣裳箱 前大峰 一点 昭和7年（1932） p. 38-39

32 平文輪彩提盤 大場松魚 一点 昭和58年（1983） p. 40

33 黒漆短冊箱 塩多慶四郎 一点 昭和58年（1983） p. 41

34 飛鶴沈金額 三谷吾一 一点 平成3年（1991） p. 42

35 紅瓜蜂高盛絵菓子器 五代金城一国斎 一点 昭和35年（1960） p. 42

36 瑞鳥之図存清食籠 香川宗石 一点 昭和41年（1966） p. 43-44

37 蒟醤丸盆　曙光 磯井正美 一点 昭和62年（1987） p. 45

38 古代塗文箱 池田八郎 一点 昭和53年（1978） p. 45

39 籃胎漆器屏風 赤松社 一隻 昭和3年（1928） p. 46

40 山水堆錦文箱 一点 昭和57年（1982） p. 47

41 螺鈿卓 一点 大正10年（1921） p. 48

42 山水堆錦硯箱 紅房 一具 昭和62年（1987） p. 47



















































































































 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

・各展覧会図録中，作品名や作者，制作年などの表記は，図録発行当時のものです。 

 

・三の丸尚蔵館の展覧会図録の著作権はすべて宮内庁に属し，本ファイルを改変，再配

布するなどの行為は有償・無償を問わずできません。 

 

・三の丸尚蔵館の展覧会図録（PDF ファイル）に掲載された文章や図版を利用する場合

は，書籍と同様に出典を明記してください。また，図版を出版・放送・ウェブサイト・

研究資料などに使用する場合は，宮内庁ホームページに記載している「三の丸尚蔵館収

蔵作品等の写真使用について」のとおり手続きを行ってください。なお，図版を営利目

的の販売品や広告，また個人的な目的等で使用することはできません。 

 










